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峨 類 の 学 名 覚 え を 和書 き (⑬ 
井上 寛 


オオ カギ バ の 学名 

オオ カギ ズバ の 学名 は Euchera capitata WALKER 
の 名 前 で 知ら れ て いる が , 属 名 種 名 共に 変更 を 必要 と 
する . 先 づ 属 名 で ある が , Euchera HUBNER (Zutr., 
3: 29, 1825) は , Euchera HUBNER (Verz. bek. 
Schmett.: 305, 1825) に 先取 され 異物 同名 で ある 
た め に た 合用 出来 な いか ら , 同じ 種 substigmaria 
HUBNER を タイ プ と する Cyclidia GUENEE (1858) 
が 有効 と な る . 従 つ て オオ カギ バ 吾 科 に は Cyclidii- 
nae (=Eucherinae) を 用 いる べき で ある . 次 に 種 名 
で ある が , Cyclidia capitata WALKER は , 同じ 南 
支 那 を 模式 時 本 の 産地 と する substigmaria HUBN- 
ER (1825) タイ ワン オオ カギ ズバ の 暴 名 で あり , 邑 つ 
わが 国 の 個体 は これ と 区 別 さ れる か ら , 号館 産 の 標本 
と 基づい て 記載 きれ た nigralbata WARREN (Novit. 
Zool., 21: 402, 1914) を 用 いる の が 正しい . Typica1 
な substigmaria は 支那 , トン キン , 人 台湾 に 分布 し , 
印度 産 を 部 種 superstigmaria PROUT (1918), チ ベ 
ツ ト 訂 は intermedia PROUT (1918) と よ ば れ て いる ・. 
私 は 国外 の 本 本 を 持つ て いな い の で , 確信 を 持つ て 結 
論 を 出す こと が 出来 な い が , 
maria と nigralbata と の ちがい は , nigralbata の 
暗色 紋 が 濃厚 で 且つ 精々 拡大 きれ て いる 点 だ け で あ 
り , その 上 朝 鮭 に は 隔 者 の 移行 型 る 見田 さ れ て いる と 
ゆう こと と で ある か ら , ヵ nzgralbata も 赤 一 班 種 と 見 條 
す の が 最も 妥当 だ と 考え る . 従 つ て わが 国 の オオ カギ 
バ の 学名 に は Cyclidia substigmaria nigralbata 
WARREN を 採用 する こと を 提 喝 する . 

カレ ハ ガ が 敷 種 の 学名 

従来 potatoria LINNE ミミ シカ レー, albomacul- 
ata BREMER タケ カレ ハム ハ 及び 近 縁 種 に は Cosmotri- 
che HOBNER [1820] と ゆう 属 名 を 用 いて 居 つ た が , 
と の 属 の 模式 種 は /zzzgezg ESPER で ある か ら , 
potatoria を タイ プア と する Philudoria KIRBY (1892 ) 
を ョ シカ ヵ ゎぁ レ へ へ 議 に その 近似 種 た 対し て 使用 する の が 正 
し い . 

上 に 書い た よう を Cosmotriche の タイ プ が luni- 
ge7@ で ある か ら , タカ ムク カレ へ へ は, Cosmotriche 
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lunigera takamukuana MATSUMURA と 呼ぶ こと 
に に なる. Selenephera RAMBUR (1866) は Cosmo- 
7cZe の 異名 で あり , 更に Kononia MATSUMURA 
(Ins. Mats., 1: 112, 1927) も 赤 異 名 で ある と 私 は 信 
じ る . 北海 道 大 雪山 か ら 発 表 さ れ た Kononia ‘pini- 
vorg MATSUMURA ハイ マジ カレ へ ハ は , 記載 及び 図 
か ら 別 断 す れ ば , Cosmotriche と まつ た くく 同属 で あ 
る ば か り で な く , Zumnigera と 別種 と し て 区 別 出 来る 
か どう か さえ を す と ぶる 疑問 で ある . ヨー ロッ パ の 亜 種 
Zzz2ge7 の を 得 て 比 較 厩 完 す る 迄 は , 一 応 本 州 中 部 山 
地 の 下 種 を takamaukuana, 北海 道 大 雪山 の 嘘 種 を 
2z2 の の 7 の と し て 分 け て 置き 度 い . 
ト ガ リバ 敷 種 の 学名 

先 づ 科 名 に つい て 述べ よう . 一 般 的 な 傾向 と し て 従 
来 ヨ ミー ロ ッ パ で は Cymatophoridae と 呼ば れ , アメ 
リカ で は Thyatiridae と 云わ れ て 来 た が , Cymato- 
phora TREITSCHKE (1825) は Palimpsestis HUBN 
ER 〔1822] の 異名 で ある か ら . Cymatophora を 
語根 と し な いで , Thyatira CBNER [1822] を 模式 
属 と 見 仔 し た Thyatiridae を お [名 と し た 方 が 良い . 

炊 に , or SCHIFEERMULLER を 模式 穂 と する 
Tethea OCHSENHEIMER (1816) は , ocularis LIN- 
NE (1767) チョ ウッ セン ト ガ リズ バ を 模式 種 と する 
Palimpsestis より も を 先発 表 き され て 居り , し か も と 
れ 等 2 種 は 同属 に 入れ る 可 き で ある か ら , Palimpse- 
s77s は 異名 と な つて し まう . 従 つ て duplaris LINNE 
フタ テン カギ ズバ , fuctuosa LINNE ヒト テン カギ ベ バ , 





























ampliata BUTLER、 オ オバ ベト ガリ ベ , zntensa BUTL- 
ER ホソ ト ガ リバ な ど は Tethea に 入る . Tethea 
0r SCHIFFERMULLER は 樺太 か ら 記 録 さ れ , オク エ 
ヅ ト ガリ ズバ と 名 付け られ た が ( 玉 買 , 夜 久 , 樺太 庁 中 
天 試 験 所 報告 第 2 類 第 7 号 : 89, 129, 138, 146, pl. 1, f. 
13, 1935), 今 の と と ろ 我 国 か ら は 発見 され て いな い . 
し か し “Palimpsestis” akanensis MATSUMURA 
アカ ント ガリ ベ バ (Ins. Mats., 7 (4): 196, pl. 4, f.7) 
と ゆう 北海 道 阿寒 か ら 発 表 き され た 種 が , oy と 同一 物 
で ある 可能 性 が 濃い と 私 は 考え て いる . 

日 本 昆 趣 図 鐘 . の 改訂 版 (1950) で 河田 氏 は , Bom- 
bycia と ゆう 属 名 を 非常 に 廣 給 囲 に 使 つ て いる が , 
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れ は DALLA TORRE (Lap. Cat. Pars 25, 1921) た に 
拠 つ た の で あろ う . し か し HUBNER の Tentamen 
[1806〕 で 命名 され た 学名 は , 国際 命名 法 委 員 会 に 於 
て , 先取 権 を 持た な いも の と 負 定 され て いる か ら , ト 
ガリ バ 科 に 用 いる こと は 避け た 方 が 良い . 同じ 名 の 属 
Bombycia STEPHENS (1829) は , 模式 種 を vimz- 
nalis FABRICIUS と し て ヤ ガ 科 で 使用 され て いる . 

ギン モン ト ガ リバ や ウス ジロ ト ガ リバ は , 河田 氏 
(前 出 : 709, 710)0 の よう に ヒト テン ト ガ リバ の グル ー 
グ と 同一 属 と する より は , Parapsestis WARREN 
(1912) に 入れ て 分 けた 方 が 良い . 松村 博士 は Para- 
psestis albida SUZUK1(1916) を タイ プ と し て Suzt- 
の ses7s と ゆう 属 を 創設 し た が , (Ins. Mats., 7 (4): 
199, 1933), ア . argenteopicta OBERTHUR ギン モン 
ト ガ リバ (ギン ボ シ ト ガリ バ ) と の 違い は 腹部 北面 に 
手 塊 の ある な し だ け で ある か ら , 別 属 と する 程 の 必要 
は な いと 私 は 老 え を る. 

炊 に ウス ジロ ト ガ リバ は , 軽井沢 の 標本 に 基づい て 
履 鈴木 元 炊 郎 氏 ( 昆 趣 学 次 誌 , 2 (2) : 80, pl. 3, {f. 
16, 1916) に よ つ て 公表 きれ た の で ある が , これ は 北 
海道 か ら WILEMAN (Trans. Ent. Soc. Lond., 1911・ 
281 一 282) の 発表 し た Nemacerota umbrosa と 
同一 物 で ある と と が , British Museum の FLETCH- 
ER 氏 の 御 好 意 で WILEMAN の タイ プ を 調べ て も ら 
つて 処 明 し た . 更に 北海 道 当 列 及び 大 雪山 の 標本 に よ 
つて 記載 され た dysanacrita WEST (Novit. Zool. 
837: 209, 1932) も 赤 同 じ 種 で あり , 日 光 か ら 発 見 き 
れ た kirayamai MATSUMURA (Ins、Mats., 7 (4) : 
196, pl. 4, f. 6, 1933) も 生物 異名 で ある . “ eg- 
cerota” bilineata MATSUMURA フタ スジ ト ガ リバ 
( 新 日 本 干 半 図解 , 4 : 846, pl. 61, f. 5, 1921) は 恐 ら 
く 内 ・ 外 阿 帯 の 極め て 鮭 明 な 弄 久 は 異常 型 で あろ う . 
以上 を 整理 する と 次 の 通り で ある . 

Parapsestis umbrosa WILEMAN (1911 ) 


=—albida SUZUKI (1916) ウス ジロ ト ガリ ベ バ 
(syn. nov.) 


=dysanacrita WEST (1932) (syn. nov.) 









































=hirayamai MATSUMURA (1933) 
ヒラ ヤマ ト ガ リ ベ (syn. nov.) 
同じ 種 favicornis LINNE ミス ジ ト ガリ ババ を タイ 
プア と する Achlya BILLBERG (1820) は , Polyploca 
HUBNER [1822] に 対し て 先取 権 を 持つ . 従 つ て 
arctipennis BUTLER マコ ミト ガリ ベ バ 及 び puncti- 














gera BUTLER ホシ ボ シ ト ガリ バ に と も る 4c7yZ を 用 い 
る . 若 し こ れ 等 2 種 が ミス ジ ト ガリ バ と は 別 属 と する 
程 の 相違 が あれ ば , マエ ユミ に は Neoploca MATSU- 
MURA (1927) を , ホシ ボ シ に は Demopsestis MA- 
TSUMURA (1927) を 生か せ ば 良い . 札幌 産 の 1 ゃ に 
基づい て 松村 境 士 の 発表 し た 新 属 新種 ZZ jez0- 
ensis (Journ. Coll. Agr. Hokkaido Imp. Univ., 
19 (1) : 15, pl. 5, f. 38, 1927) は , Achlya flavi- 
cornis ど 同 一種 だ と 私 は 考え る . 

アヤ ト ガ リバ の 学名 は , 人 に よ つ て は ミー ロッ ズ パ の 
Habrosyne derasa LINNE と し た り , その 型 種 dera- 
soides BUTLER と し た り 或 い は derasoides を 別種 
と し た り ま ち ま ち で ある . 私 の 調べ た 範囲 で は , 日 本 
の も の は 後 女 の 色彩 が 暑く , 大 き さ に 非常 な 変 暴 は あ 
る が 一 般 に 大 型 で ある の で , 一 亜 種 と し て 軒 き 度 い . 
但し derasa LINNE (1767) は pyritoides HUF- 
NAGEL (1766) に 1 年 お くれ て いて synonym と な る 
の で , 日 本 の アヤ ト ガ リバ は Habrosyne pyritoides 
derasoides BUTLER と よぶ と と に な る 。. 


























二 ・ 三 の スズ メガ の 学名 

万 y/o7czs HUBNER [1820] の 模式 種 は pinastri 
LINNE マツ クロ スズ メ (日 本 産 亜 種 は 7%o770 ROTH- 
SCHILD et JORDA ぶ ) で あり , Sphinx LINNE (1758 ) 
の タイ プ は Zigustri LINNE コ エ ビ ガラ スズ メ 
(日 本 新 醒 種 は corstricta BUTLER) で , これ 等 2 種 
は 別 属 と する 方 が 良い よう で ある か ら , マタ クロ スズ 
メ 及 びそ の 近 継 種 caligineus BUTLER クロ スズ メ , 
crassistriga ROTHSCHILD et JORDAN オビ グ ビ ロス 
ズ メ に は, 万 y7o7cgs と ゆう 属 名 を 使用 すべ き で あ 
る . 

属 Haemorrhagia GROTE et ROBINSON (1865) 
は Hemaris DALMAN (1816) に 先取 され て いる か 
b, fuciformis af inis BREMER クロ スキ バ ホ ウジ 
ヤク や radians WALKER スキ ババ ホッ ツジ ヤク に 対し 
て この 属 名 を あて る . 

鷹 く ミー ロッ パ ・ 北 アフ リカ な ど 分布 す る ヵ ヶ g- 
cellus LINNE を タイ ブ プ と する Pergesa WALKER 
(1856) は , e/ ヵ ezoz LINKE を タイ プ と する Deile- 
hila LASPEYRES (1809) の 異名 と し て 破 径 し な け 
れ ば な ら な い . 従 つて 我が国 の ベニ スズ メ に は Deile- 
phila elpenor lewisii BUTLER と ゆう 名 を 用 いる . 
若 し askoldensis OBERTHUR ヒメ スズ メ が 別 属 と 
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し て 区 別 す る 程 ち が わな い 限 り , 同じ 属 名 を 使用 す 可 ョ ツメ ノメイガ の 学名 
き で ある . ヨ ツ タメ ノメイガ は Sylepta quadrimaculalis KOL- 


ホシ ヒメ ホウ ジャ ヤク の 学名 は Gurelca masuriensis LAR と よ ば れ て いる が , と れ は ヵ シ ミヤ 地方 を 模式 
sangaica BUTLER と し て 知ら れ て いる . と と ころ が 標本 の 産地 と する 別種 で ある . 日 本 か ら 記 載 さ れ た 同 





JORDAN (SEITZ, Macrolep., 2: 251, 1911) が ma- 名 の quadrimaculalis MOTSCHULSKY (1866) は , 
surzensis と し た も の が machala BUTLER の 問 違 上 の KOLLAR (1844) に よ つ て 先取 され 異物 同名 と 
で あつ た と と は GEHLEN (SEITZ, Macrolep., Supp1l. な つて いる の で, HAMPSON (Proc. Zool1. Soc. 


2: 148, 1932) が 指摘 し , 同時 に sangaica が Lond.,1898 : 724) が ミタ マメ ノメイガ に 対し tnferior 
himachala の 亜 種 で ある と と も 述べ て いる か ら , 各 HAMPSON と ゆう 名 を 与え た の で ある . それ 改 私 達 
々 は GEHLEN の 見 解 に 従う 可 き で あろ う . は この 名 を 用 いな けれ ば な ら な い . 





On Palaeostauropus obliterata W. et S. from Shikoku, Japan 
By MASANAO NAKAMURA 


After publishing previous paper on Japanese Stauropinae り , I had an opportunity to examine 
some Notodontidae in the collection of the Matsuyama Agricultural College. Then the following 
Species was found out among numerous specimens preserved under the name Cnethodonta grises- 
cens STAUDINGER. 2 

Palaeostauropus obliterata WILEMAN et SOUTH 

Specimens examined:・ 5 8 さ 8, Joju, Iyo, 27 July 1951. 

Unrecorded from Shikoku. Hitherto known from Honshu (Japan). 

I express my hearty thanks to Dr. T. Ishihara for his kindness in permitting me to record a 


new locality of this species. 





1) Okagaki et Nakamura: Trans. Lep. Soc. Japan, 4 : 16-18, 1953. 
2) Recorded from Shikoku by Ishihara et al: Trans. Shikoku Ent. Soc., 3 suppl.: 23, 1953. 











会 告 (C12 
4 月 11 日 午前 10 時 より , 西京 大 学 農 学部 た お いて , 江崎 会 長 出 席 の 下 に 評 評 員 会 (出席 者 10 名 , 委任 


状 4 通 ) を 開き , 区 の 事項 を 決め ま した. 
1. 1954 1955 年 度 難 事 
本 久男 , 堀尾 貞 太 郎 , 小林 洋 , 緒方 正美 (会 計 ), 岡田 塵 夫 , 岡垣 弘 を 選出 . 
2. 学会 名 を 「 日 本 暗 贅 学会 」 と 変更 
学会 名 災 更 (江崎 会 長 案 ) を 可決 . 従っ て 会 則 中 の 「 日 本 鱗 末 目 学会 ] は | 日 本 鱗 北 学会 ] と 改正 . 
3. 1954 年 秋 , 東京 で 級 会 開催 
本 年 秋 , 日 本 昆虫 学会 に ひき つづ き 東 京 に お な いて, シン ポジ ッ ム 形式 に より 総会 を 開く と と 決め ま 
し た . 詳細 は 後に お 知ら せ し ま す . 
4. 事務 所 を 下記 の よう に 変更 


大 阪 市 東 区 今橋 3 ノ 18 繕 方 病院 内 . 従っ て 会 則 第 27 条 も こと の よう た 改正 し ます 。 
nm テマ ッ ハハ デン タツ ペペ ペア ペイ スプ ペン ペグ AT ペー ペペ プー ペンペン ペ ハル ペペ アン ヘー レン ペペ ハア ハア アマ アマ ペア マト ーー 
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